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要  旨 

 本報告では，九州地方の主要な20河川（遠賀川，山国
川，大分川，大野川，番匠川，五ヶ瀬川，小丸川，大淀

川，肝属川，川内川，球磨川，緑川，白川，菊池川，矢
部川，筑後川，嘉瀬川，六角川，松浦川，本明川）流域
について，九州地方整備局と連携し，縄文時代から７時
期を選定し，①河川の概要，②流域の地形・地質，③災

害の歴史，④治水・利水の歴史，⑤土地の変遷について
報告書・データにとりまとめたものである。 
 
１．はじめに 

 国土地理院では，古地理に関する調査を平成10年度よ
り東北・近畿・中国・九州地方を各地方整備局と連携し
実施してきた。 
 社会・経済活動の中心を担い，多くの人口や資産が集

中している日本の都市は，平野や盆地を中心に展開され
てきた。その平野や盆地の形成は，河川の浸食・堆積や
環境の変化といった過去からの様々な集積作用の上に成
り立っていると考えられる。その形成過程の違いは，そ

こに展開される人々の活動に，自然の恵みや災害の発生
といった様々な形で影響を与え，人と自然が相互に作用
しあい，独特の景観や地域の風土を形成してきた。 
 このように，人々が自然からの恩恵を受けるとともに

制約を受けながら生活をしてきたことを理解し，国土整
備や管理を行っていくことは今後いっそう重要な視点で
あると考えられる。本報告では九州地方の古地理に関す
る調査報告書の概要について報告する。図－１に調査の

流れを示す。 
 

図－１ 調査の流れ 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

２．調査内容 

２．１調査対象の設定 

 九州地方における自然環境の変化と，人々の暮らしに

及ぼしてきた影響について把握するため次のとおり調査
範囲（図－２），対象時代（表－１），調査項目（表－２）
を設定した。 

図－２ 調査範囲 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
表－１ 対象年代 
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２．２ 調査の進め方 

 調査は次の観点により行った。 

 

２．２．１ 地形・地質 

 生活基盤となる土地の条件に関する項目をとりまとめ，

それらが都市や交通網の発達状況をはじめ，調査地域に

与える影響について調査した。 

 

２．２．２ 社会現象 

 調査地域で発生した社会現象をとりまとめ，それらが

土地利用の変遷や都市の変化に与える影響について調査

した。 

 

２．２．３ 外的な自然要素 

 約6,000年前以降に九州地方で発生した外的な自然要

素をとりまとめ，それらが都市の発達などの人々の生活

へ与える影響について調査した。 

 

２．３ 調査資料 

 調査資料は主に文献及び５万分１地形図を使用した。 

 

２．３．１ 文献 

 江戸時代以前については，精度の良い地図がほとんど

ないため，文献や史料を基に調査した。 

 参考文献として，九州地方整備局各工事事務所のパン

フレットや工事史，市町村史，郷土資料，学術論文など

を収集した。 

 

２．３．２地形図 

 調査の基本となる地図は，５万分１地形図を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治時代以降については５万分１地形図が作成されてい

るため江戸時代以前に比べて系統的で高精度の情報が得

られる。明治は35年，昭和は25年，現代は平成13年を中

心とした地形図を使用した。 

 

２．４ データの取得方法 

 調査資料から調べた古地理に関する情報をデータ化し

た。 

 調査項目，データ取得方法，資料，データ項目を表－

３に掲載した。 

 

２．５ 報告書・ＧＩＳデータ 

 報告書は，第１章 調査の概要，第２章 九州全体の

古地理概説，第３章 各河川の古地理解説とした。各河

川については，河川の概要，流域の地形・地質，災害の

歴史，治水・利水の歴史，土地の変遷についてとりまと

めた。 

 ＧＩＳデータについては，報告書の巻末にCD-ROMを添

付した。CD-ROMには以下の情報が格納されている。 

１）ＧＩＳデータ（SHAPE及びsed形式） 

２）ＧＩＳデータ閲覧用ソフト 

３）標高データ（50mメッシュ） 

４）報告書及び報告書データ（PDF形式） 

 

 ＧＩＳデータ閲覧用ソフトは，ArcExplorerを使用し，

ＧＩＳソフトを持たないユーザでもデータの閲覧が可能

である。 

 さらにＧＩＳソフトの立体表現機能を使用し３次元的

な表現も可能である。 

 

 

表－２ 調査項目 
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表－３ データの取得方法 
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３．調査結果 

 本調査により得られた結果を「報告書第２章九州地方

全体の古地理概説」より抜粋して紹介する。 

 

３．１ 自然環境 

３．１．１ 九州地方の地形 

（１）地形 

 九州地方は，中国・四国地方から続く西南日本弧と沖

縄諸島に続く琉球弧の接合部にあたる。九州地方の陸域

を地形から区分すると，大分県臼杵と熊本県八代を結ぶ

臼杵－八代線（中央構造線の延長部）によって南北に大

別することができる。さらに北側の地域については火山

の分布状況から北部九州と中部九州に分けられている。

（図－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）山地 

 九州の山地は南部九州の北縁を北東から南西にのびる

九州山地と，その周辺に位置するいくつかの火山で特徴

づけられる。（次頁 図－４） 

 九州山地の南部の太平洋側には鰐塚山地や高隈山地，

肝属山地などがある。また九州山地の南側には霧島山や

桜島がある。九州の別府－島原地溝帯には雲仙岳，阿蘇

山，九重山，鶴見岳などの火山をはじめ，多くの火山が

ある。中部及び北部九州では，筑紫山地，筑肥山地・水

縄山地，背振山地，三郡山地など非火山性の山地塊状に

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 九州地方の地形区分 

（「日本の地形７（東京大学出版会）」を一部改変） 
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図－４ 九州地方の山々 

 
３．１．２ 九州地方の成り立ち 

 九州地方は，海洋プレートの沈み込みによって生成さ
れた付加体と，火山活動に伴って地下から貫入した花崗
岩類などからできている。付加体は，付加した時代や付
加後に受けた温度や圧力が違うため帯状の構造を呈して

おり，北部の地質帯ほど古い時代の堆積物からできてい
る。九州地方は，西南日本弧と琉球弧が交わる場所に位
置しているため，複雑な地質構造をしている。また，中
部九州や南部九州では広い範囲が阿蘇カルデラや姶良カ

ルデラなどからもたらされた火山噴出物に覆われており，
土台となる地層が隠れていることも特徴である。(図－
５） 
 

３．１．３ 九州地方の気候 

 九州地方の気候区は，福岡県や佐賀県北部の海岸地域
の日本海型，大分県の海岸地域の内海型，長崎県から鹿
児島県西部にかけての西海型，大分県と宮崎県の海岸地

域と鹿児島県の南海型，有明海沿岸の内陸型，および中
央山地の山地型の６タイプに分けることができる。（図－
６） 
 九州地方の気候の特徴として梅雨末期の集中豪雨や台

風にも頻繁に見舞われる。 
 
３．１．４ 河川の概況 

 九州地方の河川は，流域が狭いわりに流量が多いとい

う特徴がある。その理由は流域の降水量が多いこと，上
流域が豊かな緑に覆われていること，河床勾配が比較的
緩いことなどがあげられる。地形的には，河川の著しい
蛇行と中流域にある盆地によって河床勾配が緩くなり，

急激な流下が起こりにくくなっている。また火山地域や
火山噴出物からなる台地を流域に持つ河川では，地下水
が豊富である。（表－４） 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
図－５ 九州地方の地質 

（「日本の地質９九州地方」日本の地質「九州地方」編集

委員会に一部加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 九州地方の気候区 

（「福岡の気象百年」福岡管区気象台に一部加筆） 
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表－４ 九州地方の河川の概要 

 

３．２ 社会環境 

３．２．１ 歴史的背景 

（１）旧石器・縄文時代の火山噴火 

 旧石器時代，阿蘇カルデラや姶良カルデラを形成した

火山噴火は，当時の人々にとって重大な災害であった。

発掘調査ではこれらの噴火によって形成された火砕流堆

積物や火山灰堆積物の下で，旧石器時代の遺物がしばし

ば発見される。 

 6,400年前に，薩摩硫黄島の南の海域で鬼界カルデラを

形成する巨大な噴火が起こり，薩摩半島と大隅半島南部

に火砕流が流れ込み，それより北の地域でもアカホヤ火

山灰と呼ばれる火山灰が厚く堆積した。南部九州の縄文

文化は大きな打撃を受け，その後は東日本の影響を受け

た土器文化が見られるようになった。 

 

（２）弥生時代の集落 

 縄文時代後期から弥生時代にかけては，水田が本格的

に作られるようになり各地に環壕集落が形成された。佐

賀県唐津市の菜畑遺跡では，わが国最古の縄文時代晩期

の水田跡が発見されている。また，福岡市の那珂遺跡で

は，わが国最古の縄文時代晩期から弥生時代早期の環壕

が発見されている。弥生時代の大規模な遺跡として吉野

ヶ里遺跡（写真－１）がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 吉野ヶ里遺跡 

（佐賀県土木部まちづくり推進課） 

 

（３）古墳 

 九州地方には，岩戸山古墳（福岡県八女市），石人山古

墳（福岡県広川町），船塚古墳（佐賀県大和町），赤塚古

墳（大分県宇佐市），唐仁大塚古墳（鹿児島県串良町），

横瀬古墳（鹿児島県大崎町）などの古墳が多数残ってい

る。宮崎県には，女狭穂塚を筆頭に311基の墳丘からなる

西都原古墳群（図－７）などの大規模な古墳があり，日

向の中心と思われる勢力がこのあたりにいたものと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 西都原古墳群（西都市ホームページ） 
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（４）飛鳥時代から奈良時代 

 飛鳥時代から奈良時代にかけて，九州各地で豪族達が

領地をおさえていた。西海道を抑える地方政府としての

役割を持ったのが太宰府である。太宰府は周りに口分田，

乗田，府儲田，警固田などと呼ばれる農地を持ち収益を

上げていた。 

 中世の九州地方の大きな出来事に，1274年と1281年の

元寇がある。最初の襲来直後の1276年，博多湾沿いに上

陸阻止のための石築地（元寇防塁）が建設された。（図－

８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 元寇防塁と当時の海岸線 

（「福岡県の歴史」山川出版社に一部加筆） 

 

（５）東アジアと西洋の交流の窓口 

 中世，鉄砲やキリスト教など日本に初めて伝えられた

ものは九州地方から入ってきた。戦国時代や安土桃山時

代にかけて，多くのポルトガル人やスペイン人が，商業

や貿易，キリスト教の布教のために訪れている。商業・

貿易が拡大するとともに九州各地に都市や港湾が整備さ

れていった。 

 特に長崎県は，長崎や平戸をはじめとし，多くの港が

建設された。江戸幕府により1612年に禁教令，1633年に

鎖国令が出され，日本が外国への交流を閉ざした後も，

出島においてオランダや中国との交易が行われた。 

 

（６）明治時代の殖産産業 

 江戸時代中期に始まった石炭の採掘は，明治時代中期

に中央資本が参入し大型機械で大規模に行われるように

なった。三池炭田（福岡県，熊本県）や筑豊炭田（福岡

県）が当時の石炭産業の中心であった。また、福岡県で

は1901年に官営八幡製鉄所が操業を開始し，筑豊炭田の

石炭とあわせて重工業を中心とした工業地域に発展した。 

 

（７）高度経済成長期から現代 

 昭和30年代後半から，高度経済成長に伴い各地で工業

化と都市化が進んだ。その一方で繁栄していた石炭産業

はエネルギー革命により次第に斜陽化し各地の炭坑が閉

山された。昭和50年代からは環境保全と安全な地域づく

りを全面に押し出した地域開発が進められるようになっ

た。 

３．２．２ 土地利用の変遷 

（１）平安時代の荘園 

 荘園の開発は平安時代に全盛期を迎えた。九州地方の

有力な領主は，宇佐宮や弥勒寺（豊前，大分県），太宰府

天満宮（筑前，福岡県）であり，九州一帯の多くの荘園

を統括していた。 

 

（２）有明海の干拓 

 13世紀から有明海の干拓が比較的大規模に行われるよ

うになった。（図－９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 有明海の干拓地の拡大（「日本の地誌20」） 

 

 有明海に面する佐賀県白石町から福岡県大和町にかけ

てが最も古い干拓地であると考えられる。江戸時代には

佐賀県鹿島市から熊本県宇土市までの広い範囲で干拓が

行われた。このころの干拓の方法は「潮土居」と呼ばれ

る潮受堤防を作り内側に泥土を堆積させ，排水・塩抜き

を行い農地にするというものであった。 

 

（３）江戸時代の新田開発 

 江戸時代前期には九州地方の各地で新田開発が行われ

るようになった。大分川・大野川では，17世紀後半から

18世紀前半にかけて上中流域に用水を引く工事が行われ

た。肥後（熊本県）では，加藤清正により球磨川・白川・

緑川・菊池川の中下流部の改修が行われ，農地が大幅に

拡大した。日向（宮崎県）では，新田開発のため主要河
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川の下流部で井堰や用水路の整備が進められた。鹿児島

藩内では都城・高原・加久藤などで用水路の整備と新田

開発が行われた。 

 

（４）近代以降のかんがい事業 

 近代以降は土木技術の進歩に伴い各地で大規模なかん

がい事業が行われ豊かな耕作地が開けた。特に肝属川流

域の笠野原台地では保水性の悪いシラスが厚く堆積して

いるため荒野を農地に改良することが困難であったが，

上流に建設された高隈ダムによりかんがい事業が成し遂

げられた。干ばつの被害を受けることのおおい北部九州

においても安定した水供給のために多数のダムが建設さ

れ広大な農地をかんがいしている。 

 

３．２．３ 交通網の発達 

（１）街道・道路交通・鉄道 

 701年の太宰府天満宮の成立により，大宰府と九州各地

及び大和・奈良を結ぶ街道が整備されていった。江戸時

代には地域間の交流の増加・参勤交代のために街道の整

備がいっそう進んだ。小倉と長崎を結んだ長崎街道（写

真－２）は当時九州一の街道で，多くの物資や人が往来

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 「長崎街道」（冷水峠付近） 

（図書出版のぶ工房（遠藤薫氏撮影）） 

 

 明治時代以降は産業の振興とともに鉄道の整備が進み，

追いかける形で道路の建設が進んだ。現在は鉄道をはる

かに上回る密度で主要都市を結ぶ道路ネットワークが形

成されている。 

 

（２）舟運・海運 

 舟運は主に遠賀川や洞海湾・堀川，筑後川で行われて

いた。九州西部では陸路より海路が近道の場合が多く海

上交通が発達していた。大分－延岡間では，リアス式海

岸と山がちな地形により陸上交通が発達せず，海上交通

が多く用いられた。 

 舟運は大淀川・日田川・玖珠川・坪井川などでも発達

していた。明治時代以降は鉄道が発達し，さらに昭和20

年代以降は道路整備が進んだことにより，舟運はおこな

われなくなっていったが，九州西部では現在も海上交通

が行われている。 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 明治時代末期の門司港 

（北九州市ホームページ） 

 

３．３ 災害史 

３．３．１ 水害 

 九州地方で発生した水害は，主に梅雨前線の活動によ

るものと台風によるものがある。水害の形態には土地利

用の変化といった人為的な影響による変化が見られる。

近代，都市化の進展に伴い流域の保水性が低下し，降っ

た雨がすぐに河川に流れ込み短時間で河川の流量が増加

するようになった。また1999年（平成11年）には，福岡

市の地下空間で浸水被害が発生し，「都市型水害」の危険

性について警鐘を鳴らすこととなった。（表－５） 

 

３．３．２ 土砂災害 

 九州地方では，豪雨による土砂災害も頻発している。

九州地方で発生する土砂災害のタイプは分布する地質の

影響を強く受けている。古生代や中生代の地層からなる

九州山地では地すべりや大規模崩壊が，火山周辺では火

山灰やシラスなどの崩壊がそれぞれ発生しやすい傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－４ 1993年（平成５年）鹿児島県豪雨災害での土

砂災害（国際航業株式会社） 
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表－５ 近年の主要な水害・土砂災害 

 

３．３．３ 高潮災害 

 九州地方の沿岸地域では台風に伴う高潮災害が頻発し

ている。特に台風が九州の西側を通過する場合，有明海

や八代海沿岸では高潮が起こりやすくなる。代表的な高

潮災害では1985年（昭和60年）８月31日の有明海岸高潮

災害，1999年（平成11年）９月24日の八代海高潮災害が

あげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－５ 八代海の高潮災害（熊本県） 

 

３．３．４ 地震災害 

 九州地方で起こる地震は，南海トラフ沿いで起こるプ

レート境界地震，プレート運動による歪みの開放に伴う

内陸地震，火山周辺で起こる地震にわけることができる。

（表－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－６ 近年の主要な地震災害 

 

３．３．５ 火山災害 

 九州本土には，鶴見岳・九重山・阿蘇山・雲仙岳・霧

島山・桜島・開聞岳の活火山がある。そのうち，鶴見岳

と開聞岳を除く５つの火山が20世紀に噴火した。阿蘇山

では中岳から噴石や火山灰を放出する噴火が現在も発生

している。雲仙岳は1990年（平成２年）11月17日に噴火

が始まり，溶岩ドームの形成，溶岩ドームの崩壊に伴う

火砕流，降雨による土石流といった大規模な火山災害が

発生した。桜島では1914年（大正３年）に大正大噴火，
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1946年（昭和21年）に昭和噴火が発生している。1955年

（昭和30年）以降爆発を繰り返しており，周辺地域に降

りつもった火山灰が降雨時に土石流として頻繁に流下し

ている。九重山や霧島山でも20世紀に小規模な噴火が起

きている。（表－７，写真－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－７ 主要火山噴火災害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－６ 雲仙普賢岳の火砕流・土石流災害 

（国際航業株式会社） 

 

４．まとめ 

 本調査は九州地方整備局と連携し，九州全体の概要，

主要20河川の概要及び流域の地形・地質，災害の歴史，

治水・利水の歴史，土地の変遷について報告書にまとめ

たものであり，そのうち本報告では九州全体の概要につ

いて掲載した。主要20河川についての報告・GISデータに

ついては「九州地方の古地理に関する調査報告書」を参

考にして頂きたい。 

 なお，九州地方は歴史資料や記録も多く，研究者も多

い。私たちが参考にしたものはそれらの一部にすぎない。

また，自然や歴史の解釈においても様々な意見があると

考えられる。本調査を機会に多くの方々からの知見を頂

ければ幸いである。 
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